
令和７年度 第１回川越市オーバーツーリズム対策懇談会

川越市オーバーツーリズム対策事業

川越市 産業観光部 観光課
 都市計画部 都市計画課、都市景観課、交通政策課
 建 設 部 道路街路課

令和７年７月２日

資料1
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報告事項（１）
ゴールデンウィークにおける
観光客増加対応について



報告事項１：ゴールデンウィークにおける観光客増加対応について
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取組①川越市内主要観光エリアの混雑予想等を市ホームページ等で発信（観光課）

↓市公式HP掲載ページ

↑市公式 X 投稿



報告事項１：ゴールデンウィークにおける観光客増加対応について

４

取組②市ホームページ等を活用した公共交通機関の利用の呼び掛け（交通政策課）



報告事項１：ゴールデンウィークにおける観光客増加対応について

５

取組③歩行者天国実施期間中の渋滞想定箇所を市ホームページ等で発信（交通政策課）

（参考）令和6年度ゴールデンウィーク期間中の一番街周辺の状況

※Ｒ７新規取組



報告事項１：ゴールデンウィークにおける観光客増加対応について
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取組④ごみのポイ捨て防止啓発チラシを各店舗へ配布（資源循環推進課、産業振興課、観光課）



報告事項１：ゴールデンウィークにおける観光客増加対応について
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取組⑤市ＳＮＳを活用した一番街周辺の混雑状況の発信（観光課）

←市公式 X 投稿

※Ｒ７新規取組



報告事項１：ゴールデンウィークにおける観光客増加対応について
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取組⑥エコステーションの開設（観光課）

５月３日（土・祝）～５月６日（火・祝）
午前１１時～午後５時

②鍛冶町広場（スマートゴミ箱を活用）
①川越まつり会館北側
(自転車シェアリングステーション地内)



報告事項１：ゴールデンウィークにおける観光客増加対応について
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取組⑥エコステーションの開設（観光課）

天気 場所
可燃ごみ(袋) 不燃ごみ(袋)

合計
(袋)

排出量
（資源化ｾﾝﾀｰにて測量）可燃

ﾍﾟｯﾄ
ﾎﾞﾄﾙ

ﾋﾞﾝ・ｶﾝ

5/3
(土祝)

晴
① 15 5 2 22

・可燃ごみ290kg
・不燃ごみ20kg

② 5 2 1 8

5/4
(日祝)

晴
① 20 7 3 30

② 8 2 3 13

5/5
(月祝)

晴
① 25 5 2 32

・可燃ごみ160kg
・不燃ごみ30kg

② 15 5 4 24

5/6
(火祝)

雨
① 2 1 1 4

② 1 0 0 1

4日間計 91 28 15 134
・可燃ごみ450kg
・不燃ごみ50kg

合計500kg

①川越まつり会館北側 ②鍛冶町広場
※ ①と②ビン・カンは90L袋、②の可燃、ペットボトルは

150L袋

（参考）令和６年度排出量 １０日間 合計143袋 820kg

（令和６年５月３日～６日 合計 74袋 360㎏）



報告事項１：ゴールデンウィークにおける観光客増加対応について
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取組⑦観光マナー啓発ポスター等の掲出（Ａ４版）、ＳＮＳ発信（観光課）

←市公式 X 投稿

エコステーション、
川越観光用駐車場
に掲示



報告事項１：ゴールデンウィークにおける観光客増加対応について
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取組⑧川越観光用駐車場（郊外型駐車場）等における警備誘導員の配置（観光課）

５月３日（土祝）～５月６日（火祝）
午前９時～午後３時

警備員５名を配置。

５月３日～５日の３日間は、
川越観光用駐車場がすべて満車となり
臨時駐車場（上下水道局・小仙波職員
駐車場・オアシス駐車場）を開放。

【参考】駐車台数
川越観光用駐車場・・・290台程度
臨時駐車場・・・240台程度

ピーク時は全て満車。14時頃から減少。

観光用

駐車場
観光用
駐車場



報告事項１：ゴールデンウィークにおける観光客増加対応について

12

取組⑨一番街周辺の巡回（観光課）

↑5月4日 正午 
仲町交差点

※Ｒ７新規取組



報告事項１：ゴールデンウィークにおける観光客増加対応について
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一番街エリアの入込観光客数

日にち 5/3 5/4 5/5

曜日 土（祝） 日（祝） 月（祝）

天気 晴 晴 晴

観光客数（人） 28,922 35,894 35,386

○令和７年度

○令和６年度

日にち 5/3 5/4 5/5

曜日 金（祝） 土（祝） 日（祝）

天気 晴 晴 晴

観光客数（人） 32,488 34,970 32,428

約0.3％増加

※歩行者天国実施期間中の一番街周辺の観光客数（５月３日～５日：３日間）

令和７年度 100,202人 33,400人/日
令和６年度 99,886人  33,250人/日
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報告事項（2）
個別協議について



３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 …

令和７年度事業

15

国
補
助
事
業

実
績
報
告

国補助対象事業

国
補
助
金

交
付
決
定

報告事項２：個別協議について

令和８年度事業

令和７年度 令和８年度令和６年度

令和
６年度
事業

・行列対策、ごみ・マナー対策に
係る商店街等との協議 等

懇
談
会

懇
談
会

懇
談
会

懇
談
会

懇談会

懇
談
会

・個別協議の進捗報告
・令和8年度事業計画案（概要）

・令和7年度事業報告
・令和8年度事業計画案

・令和７年度実施
予定事業の説明等

・令和６年度事業報告
・令和７年度事業計画案

協
議
会

協
議
会

※①

※① 協議会
北部市街地交通対策連絡協議会

※①

個別協議



報告事項２：個別協議について
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5月16日 令和7年度 第１回クリーンアップ委員会実施

協議①行列対策について

・整理券システムは、お試しでシステム導入ができる仕組みがあると、各店舗も
試しやすいのでは。
お試し導入をしてみて、良いとなれば本導入となるかもしれない。

・マクドナルドやスターバックス等のサイト・アプリのように、テイクアウト予
約ができるWebサイト構築にも補助金が使用できると良い。

・単価が安い商品が多いので、システムに維持費がかかるとなると導入しづらい。
・行列が発生している店舗へのヒアリングが重要。

協議②ごみのポイ捨て対策について

・スマートゴミ箱のごみ袋にも活用できる補助金があると良い。
・川越クリーンアップ委員会で作成を予定しているジャンパー等にも補助金が活
用できれば、ジャンパーをみんなで着用してゴミ拾い等の活動をすることで、
マナー啓発及び協力者を増やすような機運が高められる。



報告事項２：個別協議について
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６月26日 令和7年度 第２回クリーンアップ委員会実施

協議①川越クリーンアップ委員会の活動について

・北部市街地に限定せず、川越市全体の美化に向けて活動を展開しても良いので
はないか。
・まずはクリーンアップ委員会の活動目的や範囲を整理していくことから始めて
いく必要がある。
・そのうえで今後、委員会をどのような形で発展させていきたいのか検討してい
きたい。

協議②オーバーツーリズム対策について

・行列対策については、すでに各店舗ごとに工夫して実施しており、商店街単位
での行列対策を行うなどはしていない。
・ごみ対策については、補助金等が案内されれば、昨年の活用実績等も参考にし
ながら今年度も活用していきたい。
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議題（１）
令和７年度オーバーツーリズム対策

実施事業について



令和７年度の取り組みの考え方・主な内容

交通円滑化
の推進

方向性

持続可能な
観光行政の
推進

方向性１

方向性3

観光環境
の改善

方向性2

全般

全般
考え方

取組内容

令和６年度の実施結果を踏まえ、改善を図りながら取組みを継続する。また、住
民・商店街等との協議に重点を置き、「目指すべき姿」や方向性、取組みに対し共
通認識を図る。
小江戸川越観光協会、ＤＭＯ川越も事業に加わることで地域一体での取組とする

① オーバーツーリズム対策の方向性を包含した次期観光振興計画を策定
② オーバーツーリズム対策懇談会の定期的な開催により、共通する価値観等を踏

まえた、地域全体での合意形成・共有を図る
③ 人流データ等による観光客の分析（DMO川越）

● 全般

考え方

取組内容

中長期的であるが着実に推進すべき混雑緩和策を中心に、安全安心な歩行環境や
車両の流入抑制の検討により生活交通の維持・向上を目指す

① 一番街周辺交通対策（５月及び１１月に歩行者天国の試行的実施）
② 駐車場のあり方 車両の流入抑制に向けた無料観光駐車場や幸町駐車場をは

じめとした駐車場のあり方、活用方策について検討
③ 行列対策についての個別協議 など

●方向性１ 交通円滑化の推進
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令和７年度の取り組みの考え方・主な内容

交通円滑化
の推進

方向性

持続可能な
観光行政の
推進

方向性１

方向性3

観光環境
の改善

方向性2

全般

全般

考え方

取組内容

事故やトラブルの発生等により地域の価値を損なうような事態を招かないよう、
即効性の高い取組みを中心に実施するほか、観光客の分散化により観光環境の
改善を図る

考え方

取組内容

観光客にも経費を負担していただく方策について、川越の観光の特性を踏まえた
適正な負担について検討する（庁内検討継続）

①新たな財源の必要性 ②様々な財源（法定外税、協力金等）
③川越観光の特性～着目すべき項目は何か ④使途の検討 ⑤シミュレーション

①無電柱化の推進 ②ARコンテンツの充実による分散化
③夜間コンテンツ磨き上げ ④マナー啓発・周知 ⑤川越観光の心得づくり
⑥商店街の環境美化活動補助 ⑦デジタルマップの充実 など
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●方向性２ 観光環境の改善

● 方向性３ 持続可能な観光行政の推進



交通円滑
化の推進

方向性 テーマ

持続可能
な観光行
政の推進

令和6年度 具体的対策

方向性1

方向性3

観光環境
の改善

方向性2

観光客に対する
マナー啓発

テーマ4

負担の適正化

テーマ6

一元的な情報発信

テーマ5

観光客の分散化

テーマ3

車両の流入抑制

テーマ2

令和6年度の対策事業はゴールを
目指す中でスタートの部分のものが
多く、次のステップへ進めていくも
の、継続していくことで効果が発揮
されるものもあり、改善を図りなが
ら引き続き実施していく必要性

令和７年度
川越市オーバー
ツーリズム対策事業 地域全体での共有・実践

令和７年度 オーバーツーリズム対策事業

川越市オーバーツーリズム対策懇談会での意見聴取

①適切な交通規制等のあり方の検討

⑤パークアンドライド事業の拡張性
等に関する調査検討

⑨-1 ＡＲ事業の維持管理・充実

観光客にも負担を求める財源策の検討

⑫混雑緩和、マナー向上に向けた観
光情報の一元的な発信

⑪ごみポイ捨て防止対策の支援によ
るまちの環境美化

⑩マナー啓発動画・掲出物等の作成及
び周知

⑥駐車場の混雑・満空状況の情報環
境整備

全
般

地域全体で共有・実践できる方向性を再度精査しながら、引き続き課題に対応

観光課

具体的対策

全
般

持続可能な観光振興計画の策定
川越市観光振興計画審議会への諮問

①-2 北部市街地交通対策連絡協議会の開催①-1 一番街周辺交通対策

観光関連団体との連携

⑪-2 商店街等の関連団体の支援・連携

⑩ 川越観光の心得づくり事業

⑪-1 商店街等の環境美化活動に対する補助

⑫-1 アクセス解析・情報発信の強化

令和7年度の方向性課題・方向整理

オーバーツーリズム対策の中長期的ビジョンを包含

観光関連団体事業（小江戸川越WEB）との連携

②公共交通の利用促進（ｽﾏｰﾄﾊﾞｽ停）

観光関連団体事業（小江戸川越WEB）との連携

④地元関係者との協議
④滞留スペースの確保（伝建調査）

③北部市街地内７商店街等との協議③行列・混雑の解消支援（整理券システム等）

北部市街地の流入抑制方策の検討

⑤-1観光用駐車場活用検討

⑤-2 観光客混雑区域内市有地の活用方策検討
北部市街地内７商店街等へのヒアリング

交通政策課

観光関連団体との連携

⑥-1 市営駐車場の満空情報の発信

⑥-2 民間駐車場の満空情報の発信

安全安心な歩行
環境の確保

テーマ1

観光関連団体事業（小江戸川越WEB）との連携

⑫-2 混雑予測の情報発信

財源策の検討

②利用者数確認による効果検証

❶

オーバーツーリズム実態調査・分析❸

※川越クリーンアップ委員会含む

観光課

⑫-3 デジタルマップの維持管理・充実

❷

⑦都市計画道路中央通り線の無電柱
化に関する調査検討

⑧歩行環境の改善による回遊性の
向上に関する調査検討

⑧ 無電柱化推進事業調査設計

⑨-2 新たな観光ルート設定等による既存の
観光拠点の魅力度磨き上げ
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⑨多様な観光拠点への誘客促進

⑨-3 夜間コンテンツ磨き上げ・夜間滞在推進事業

行列対策

ごみ・マナー対策

⑦-1 道路予備設計・歩行者交通量調査 ⑦-2 電線管理者・埋設物管理者との協議

関連商店街との協議
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交通円滑化
の推進

方向性 テーマ

持続可能な
観光行政の
推進

具体的対策

方向性１

方向性3

観光環境
の改善

方向性2

観光客に対する
マナー啓発

テーマ4

負担の適正化

テーマ6

一元的な情報発信

テーマ5

夜間コンテンツの磨き上げ・
夜間滞在推進事業

無電柱化推進事業調査設計

道路予備設計・
歩行者交通量調査

川越観光の心得づくり事業

商店街等の環境美化活動に対する活動補
助

観光客の分散化

テーマ３

車両の流入抑制

テーマ２

安全安心な歩行環境
の確保

テーマ1

観光客混雑区域内市有地
（幸町P、小林斗あん宅跡地）の活用方策
検討

一番街周辺交通対策

持続可能な観光計画の策定 ❶

❷

❸

❹

❺

❻

❽

❼

ページ

P.27

P.28

P.29

P.30

P.31

P.32

P.33

P.34

番号
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全般

事業の方向性、テーマ、国補助金を活用して実施予定の具体的対策
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❶
【方向性】全般

【具体的対策】持続可能な観光計画の策定

具体的対策 担当課：観光課

【R7年度予算】
5,064,000円

令和６年度は第二次川越市観光振興計画期間内であり、
各事業について取り組みを実施。

令和７年度末で現計画が期間満了を迎えることから、
持続可能な観光地域づくりを推進していくため、今後５
年間の計画を策定する。
策定にあたっては、日本版持続可能な観光ガイドライン
（JSTS-D）への準拠及び本市のオーバーツーリズム対策
を踏まえた計画書を作成する。
なお、当計画の策定に係る審議会（＊）を年4回程度開
催する。
＊学識経験者・関係団体の代表者・公募市民で構成

【スケジュール】
・ 5月～６月  課題整理・目指す姿の検討等
・ ７月～８月  次期計画の骨子案・素案作成
・ ９月～１０月  次期計画の原案作成
・ １１月～１２月 パブリックコメントの実施

次期計画の最終案作成
・ 令和８年１月 計画の策定

R6年度取組内容

R7年度事業予定

令和７年度事業実施による効果

【達成度指標（ＫＰＩ）】
指標A：住民及び観光客の川越観光に対する満足度
年度内目標値：観光客71.5%
中期目標値：住民50%、観光客80%（2027年度）
※住民は３年に一度の調査であるため、年度内目標値
の設定なし

指標B：持続可能な観光振興計画の策定進捗率
年度内目標値：100%＝計画策定

【効果】
市と各主体の役割を明確にし、データ分析を基にし
た計画策定を図ることで、「住んでよし、訪れてよし」
の持続可能な観光まちづくりの実現が期待できる。

写真、図など

【参考】
第二次川越市観光振興計画

改訂版
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❷
【方向性１】交通円滑化の推進 【テーマ１】安全安心な歩行環境の確保

【具体的対策】一番街周辺交通対策

具体的対策 担当課：交通政策課

【R7年度予算】

22,976,300円

安全・安心な歩行環境の確保と北部市街地における生活
環境や生活交通の保全を図るため、交通量調査やそれに
基づく交通シミュレーション調査、交通対策に関するアン
ケート調査を実施し、客観的データや地域の意向を踏まえ
た北部市街地における適切な交通規制等のあり方を協
議・検討した。

➢令和6年度に行った「適切な交通規制のあり方検討」の
成果を受け、以下のとおり歩行者天国を試行的に実施
し、交通量調査やアンケート調査を行うことで交通規制
の影響や効果を検証する。

（実施範囲）
一番街（札の辻交差点～仲町交差点）
（実施内容）
歩行者用道路（歩行者天国）
（実施期間）
春季：令和７年５月３日（土･祝）～５日（月･祝）
秋季：令和７年11月１日（土）～３日（月･祝）

いずれも午前11時から午後５時まで（予定）
➢検証結果をもとに今後の交通対策について検討を行う。

R6年度取組内容

R7年度事業予定 令和７年度事業実施による効果

【達成度指標（ＫＰＩ）】
指標①：交通対策の実施

2025年度目標値：歩行者天国試行的実施
交通対策案検討

指標②：観光客の交通手段に占める自家用車等の割合
⇒2025年度目標値：40%以下

【効果】
中心市街地への車両の流入を抑制し、一番街周辺道路
の渋滞緩和を図るとともに、交通規制による周辺交通
への影響、地域生活や経済活動への影響や効果、歩行者
や車両の安全性への効果等を十分に検証したうえで、地
域住民や関係者の意見を伺いながら、必要な対応を検
討できる。
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❸
【方向性１】交通円滑化の推進 【テーマ２】車両の流入抑制

【具体的対策】

観光客混雑区域内市有地（幸町P、小林斗あん宅跡地）の活用方策検討

具体的対策 担当課：観光課

【R7年度予算】

9,438,000円

パークアンドライド事業の拡張性等に関する調査検討事
業を実施。調査結果の中で、車両流入抑制のため、幸町
駐車場の駐車場以外の活用方策について検討を進める
必要があるとの言及があった。

【事業目的】
多くの観光客で賑わい、一部の時間帯でオーバーツーリ
ズムが発生する一番街に面した市有地（幸町駐車場・小
林斗あん宅跡地）について、今後の利活用方針を検討す
ることにより、中心市街地の車両の流入抑制に加え、オー
バーツーリズムの解消に努めるものである。

【事業予定】
令和7年度については、市有地利活用方針の素案を作成
するため、以下の内容を含めた業務委託契約を締結する。
・土地に関する条件整理
・類似事例の調査
・課題の整理
・地域の意見の収集、取りまとめ
・利活用方針の検討
・事業化案の複数提示

R6年度取組内容

R7年度事業予定

令和７年度事業実施による効果

写真、図など

【達成度指標（ＫＰＩ）】
指標：観光客混雑区域内市有地活用方針の策定状況｜
年度内目標値：30%＝素案作成
中期目標値①：60%＝活用方針の素案策定（2026年度）
中期目標値②：100％＝活用方針設計完了（2027年度）

【効果】
オーバーツーリズムが発生している区域の市有地の活用方
針を策定し、実施することでオーバーツーリズムの緩和に
貢献。結果として観光客・市民生活の満足度が向上する。

幸町駐車場 小林斗あん宅跡地
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❹
【方向性２】観光環境の改善 【テーマ３】観光客の分散化

【具体的対策】道路予備設計・歩行者交通量調査

具体的対策 担当課：都市計画課

【R7年度予算】

6,250,000円

(都)中央通り線の仲町交差点から連雀町交差点までの区
間(昭和の街)の無電柱化事業を実施するため、現地に適し
た無電柱化整備手法の検討を行った。
［具体的な取組内容］
・現地状況の調査（土地利用、配線状況等）
・無電柱化整備手法検討（電線共同溝方式による地中化）
・埋設物情報の集約図化
・概略平面図作成

無電柱化実施に向けて、道路予備設計により道路構造を決
定するとともに、オーバーツーリズム対策事業の現状を把握
し効果を検証するため、歩行者交通量調査を実施する。

・道路の縦横断設計
・北部市街地における１２地点での歩行者交通量調査
（１０月～１１月頃、平日休日各１回）

R6年度取組内容

R7年度事業予定

令和７年度事業実施による効果

写真、図など

【達成度指標（ＫＰＩ）】
指標：無電柱化設計の進捗率
R7年度目標値： 50％（道路予備設計、歩行者交通量調査）
R8年度目標値： 66％（電線共同溝予備設計）
R9年度目標値：100％（道路・電線共同溝詳細設計）

【効果】

道路予備設計を行うことで道路構造を決定し、電線管理者など

との協議資料とする。

歩行者交通量調査において現状の交通量を把握することで、今

後の具体的な観光客分散化に資する取組の効果検証に活用する。

＜参考：令和６年度実績 無電柱化概略平面図＞
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❺
【方向性２】観光環境の改善 【テーマ３】観光客の分散化

【具体的対策】無電柱化推進事業調査設計

具体的対策 担当課：道路街路課

【R7年度予算】

６,０００,０００円

観光客数の推移や道路の整備状況等を整理し、
観光客の分散化に向けた現状把握及び課題の抽
出を行った。あわせて、回遊性の向上も図るため、
分散化を促進する手法を検討し、対象路線の抽出
を行った。また、無電柱化の手法の検討を行い、
川越市無電柱化推進計画の素案を作成した。

・回遊性向上のためのルート選択
・ネットワーク化の検討
・具体的な整備手法の検討（無電柱化、道路の美装化等）
・整備優先順位の検討
・概算事業費の検討
・川越市無電柱化推進計画案の作成

川越市の特性に合わせた具体的な手法や業務スケジュールの検討
など、実施に向けた取組みを進める。あわせて、無電柱化の推進に
関する法律第8条第2項に基づいた川越市無電柱化推進計画の策
定に向け、オーバーツーリズム対策及び川越市全体として活用でき
る計画案の作成を行う。

R6年度取組内容

R7年度事業予定 令和７年度事業実施による効果

写真、図など

【達成度指標（ＫＰＩ）】
川越市無電柱化推進計画進捗度
R7年度目標値   ：６０％＝（計画案作成）
R８年度目標値①：90％＝(計画策定)

 目標値②：100％＝(計画公表)

【効果】
持続的な効果の発現を図るため、川越市無電柱化推
進計画案を作成し、令和8年度の公表を目指す。その後、
計画的に対象路線の整備を推進していく。これらによ
り、快適な観光地の形成を図ることができる。

無電柱化の推進（イメージ）
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❻
【方向性２】観光環境の改善 【テーマ３】観光客の分散化

【具体的対策】夜間コンテンツの磨き上げ・夜間滞在推進事業

具体的対策 担当課：小江戸川越観光協会

【R7年度予算】

2,727,273円

R６年度観光協会が主体的に携わった夜のイベント
（オーバーツーリズム事業外）
▼着物でANDONウォーク（主催：着物でANDONウォーク実行委
員会） 令和6年9月28日㈯実施
▼食と音と灯りの融合 Kawagoe REMIX（主催：食と音と灯りの
融合実行委員会） 令和6年10月12日㈯・13日㈰実施
▼あかり灯る大人な夜散歩2025 川越城本丸御殿をライトアップ
（主催：川越市、小江戸川越観光協会、JR東日本、東武鉄道、西武鉄
道） 令和7年2月7日㈮～11(火 祝)実施

混雑しがちな一番街周辺における日中の観光を分散させ、夜間帯
の滞在を促進するため、夜の観光活性化事業を実施。夜間の人流増
加を促進することにより、観光客の過度の混雑の緩和（時間的・空間
的分散）、宿泊業・飲食業の活性化を図る。

・音楽イベント＋ライトアップ（9月、10月、11月開催）
・地元飲食店との連携による特典付きサービス
（ANDONウォークイベント等）
・地域事業者・団体と連携した共催イベントの公募
・統一ロゴを使用し、特設WEBサイトやSNS広告、チラシ等で一体
感のある広報展開

快適に過ごしたい旅行者層を主なターゲットとし、分散化と体験価
値の両立を図る。

R6年度取組内容

R7年度事業予定 令和７年度事業実施による効果

【達成度指標（ＫＰＩ）】
「来訪時間を「昼」から「夜」に変更した観光客の割合」
初年度（令和7年度）は5〜10％の行動変容を目標
・夜間イベント参加者に対するアンケート調査（9～11月に実施）
・日中の混雑緩和と夜間経済の活性化を目的に、観光客の来訪時
間帯の変化に着目。

【効果】
オーバーツーリズムの1つの課題である「時間的・空間的な集中」
を緩和するため、従来は単発で実施されていた夜間イベントを、
統一感のある企画として体系的に展開。
個々の“点”の取り組みをつなげ、“線”から“面”へと広がる効果
を生み出し、地域全体での夜間回遊と分散化を促進。
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❼
【方向性２】観光環境の改善 【テーマ４】観光客に対するマナー啓発

【具体的対策】「川越観光のこころえ」づくり事業

具体的対策 担当課：DMO川越

【R7年度予算】
3,996,300円

R6年度取組内容

R7年度事業予定 令和７年度事業実施による効果

三者(来訪者・地元事業者・住民)の相互理解を醸
成し、観光客だけに強いることのない、お互いが
お互いを尊重し合う観光地域づくりを目指すため、
次の取り組みを通して、｢川越観光のこころえ｣を
策定し普及啓発を行う。

【主な取り組み】
・意欲ある地元事業者･住民の募集
・地元事業者･住民ワークショップの開催
・来訪者及び住民･事業者向けアンケートの実施
・｢こころえ｣の普及啓発に関するサイト構築等

次の取り組み等を通して、川越観光のあり方の方
向性等を探求してきた。

【主な取り組み】
・観光関連団体や商店街･自治会等へのヒアリン
グ（主に北部市街地）
・ミニシンポジウム･ワークショップの開催、来訪者
アンケートの実施

【達成度指標（ＫＰＩ）】
・｢川越観光のこころえ｣賛同宣言者数
・年度内目標値：3０件

【効果】
賛同者の増加が関係人口の増加につながり、
各々が可能な形で「こころえ」に基づいた取り組
みを行うことで、川越観光に対する満足度の向
上や「住んでよし、訪れてよし」の持続可能な観
光都市の実現に寄与する。

R6年度に開催した｢地元事業者･住民向けワークショップ｣（左）と
「来訪者向け まちかどアンケート」(右)の様子



R6年度取組内容

R7年度事業予定 令和７年度事業実施による効果
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ごみポイ捨て防止対策に関連する事業を実施する
際の費用を一部補助し、まちの環境美化を図る。
事業者とともに地域一体となった観光地域づくり
の実現と、結果として観光客・住民の満足度向上
に貢献する。

・商店街等との継続協議
・商店街等の団体による、環境美化活動等に対す
る補助

❽
【方向性２】観光環境の改善 【テーマ４】観光客に対するマナー啓発

【具体的対策】商店街等の環境美化活動に対する補助

具体的対策 担当課：観光課

令和６年12月に補助金交付要綱を制定し、令和
7年1月24日まで申請を受け付けた結果、以下
の団体から申請を受け、ゴミポイ捨て防止活動
が実施された。
【主な取り組み】
①スマートごみ箱設置：２団体
②商店街等の自主的な取組：３団体

【達成度指標（ＫＰＩ）】
環境美化活動補助の補助事業者数
年度内目標値１０件

【効果】
令和７年度も引き続き補助事業を行うことで、
美化活動を行う団体の増加と、来年度以降も継
続して環境美化活動を行う機運を醸成し、ごみ
のポイ捨て防止につなげる。

＜参考：令和６年度実績の例

（スマートごみ箱、商店街等の自主的な取組）＞

【R7年度予算】
1,000,000円
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議題（2）
各団体のオーバーツーリズム対策の

取組みについて



取組事例１：川越クリーンアップ委員会について
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設立の経緯 組織形態

オーバーツーリズムによる、ごみのポイ捨てに
ついて、各商店街なども独自の取り組みをして
るが、
・人目につかない植栽などへのポイ捨て
・商店街から少し離れた住宅地へのポイ捨て
などの課題があった。

○本会の委員（北部市街地の７商店街）
・川越一番街商業協同組合、
・鐘つき堂商店会、
・川越菓子屋横丁会、
・川越名店街
・仲町商店街、
・元町一丁目商和会、
・大正浪漫夢通り商店街振興組合

○役員
委員長：長島様（川越一番街商業協同組合）
会計：松本様（仲町商店街）

○会の目的
北部市街地における環境美化対策を進めること
により、観光客の受け入れと住民の生活の質の
確保の両立を図ることを目的とする

＜ごみのポイ捨ての例＞

・ごみのポイ捨て等は観光客だけでなく排出者
（お店側）の責任でもある
・１つの商店街だけでなく、各商店街が協力し
て解決する必要がある
という考え方のもと、７商店街が１つになって
解決するため、「川越クリーンアップ委員会」
を設立した。



取組事例１：川越クリーンアップ委員会について
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令和６年度に実施した事業

スマートごみ箱の設置
スマートごみ箱用ごみ袋（１５０L）の購入

スマートごみ箱設置

＜鍛冶町広場＞

設置日：令和７年１月３１日

収集日：月曜（可燃）、金曜（可燃、ビン・カン・ペット）

広告掲出日：令和７年４月

※広告主のCOEDO KAWAGOE F.C株式会社からの

広告料をごみ処理費用に活用

令和７年度以降、実施等検討

・中心市街地の美化活動

・美化活動の活動範囲の拡大

・川越の美化の為の意見交換会

⇒川越の街全体の美化を目指す

今後、目指すべき姿

・中心市街地だけでなく、川越の街全体の美化
を保つための機運を醸成する組織とする。



取組事例１：川越クリーンアップ委員会について
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協賛者の募集について 協賛特典

「北部市街地における環境美化対策を進めるこ
とにより、観光客の受け入れと住民の生活の質
の確保の両立を図ることを目的」とした委員会
の活動にご賛同いただける方を探しています。

＜HP掲載イメージ案＞

（公社）小江戸川越観光協会HPへの掲載
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一般社団法人 DMO川越について

◎国(観光庁)が各地のDMOに求めている姿

◆ ｢DMO｣とは｢Destination Management(Marketing) Organization｣の略。

◆ 地域の多様な関係者を巻き込みつつ、科学的アプローチを取り入れた、
持続可能な観光地域づくりの司令塔となる法人。

観光庁「ＤＭＯの登録制度に係るガイドライン改正等に関する説明会」資料より

設立： 2018年 11月

登録DMO 認定： 2022年 ３月

取組事例２：DMO川越によるオーバーツーリズム対策ついて



取組事例２：DMO川越によるオーバーツーリズム対策ついて

“DMO川越”の主な役割：『戦略・マネジメント』

40

理念･方針

各 施策･事業

戦略・マネジメント

優先順位 役割分担 事業評価

川越市
（観光課）

PDCA

見直し
(必要に応じて)

DMO川越

川越市
小江戸川越観光協会
川越商工会議所
まちづくり川越
他 各種団体

｢理念｣と｢施策｣を定めるだけでなく、
｢戦略｣を持ってマネジメントしてい
くことが求められている。

限られた予算やマンパワーの中で、どのような根拠で、
何から、どのような役割分担で進めていくか、
PDCAを回しながら、効率的に観光地域づくりを推進
していけるとよい。

【観光関連団体の役割イメージ案】

【増強すべきこと】

①データの一元化
②横連携･合意形成
③民間活力導入



取組事例２：DMO川越によるオーバーツーリズム対策ついて

【主な課題感】

コロナ禍が明け、オーバーツーリズム的な状況が再燃

川越は主に個々の民間による魅力的な取り組みにより、多くの観光客に来ていただけている。

住民
・オーバーツーリズム的な状況(喧騒･交通混雑･ごみのポイ捨て･敷地内侵入等の迷惑行為
等)に不満が増加傾向。

事業者
・個々で魅力的な取り組みをおこなっているものの、別々の方向性で進んでしまうと、
エリア全体としてのまとまった魅力が減少。

来訪者
・飲食店の順番待ちや混雑による歩行困難など、快適ではない状況になりがち。
・ネガティブな感想が口コミやSNS等で拡散される。

DMO川越では…、

【R5･6年度】民間事業者(商店街)･自治会(住民)･観光関連団体等へのヒアリングを実施。
【R6年度】 ミニシンポジウム･ワークショップの開催、来訪者アンケート等を実施。

※ 地元事業者・住民・来訪者・官(観光関連団体)のそれぞれがお互いを尊重し合い、
 魅力的な川越観光が持続･発展していくための『行動指針的なもの』が求められる。

令和6年度：『川越観光のあり方・ビジョンづくり事業』



取組事例２：DMO川越によるオーバーツーリズム対策ついて

ヒアリングを受けて 一度取りまとめた『あり方･ビジョン(イメージ案)』

月日(2024年) 会長等 理事会等

▼自治会

宮下一 9/17(火) ○

宮下二 10/01(火) ○

喜多町 12/22(日) ○

元町一 09/23(月) ○

元町二 09/02(月) ○

幸町 12/20(金) ○

仲町 10/05(土) ○

連雀町 09/12(木) ○

▼商店街

川越一番街商業協同組

合
09/09(月) ○

大正浪漫夢通り商店街 09/12(火) ○

鐘つき堂商店会 09/03(火) ○

川越菓子屋横丁会
①09/04(水)､

②11/21(木)
○ ○

川越名店街 09/03(火) ○

立門前商栄会 10/02(水) ○

仲町商店街 09/03(火) ○

はつかり商店会 09/10(火) ○

連雀町繁栄会 9/11(水) ○

▼その他

川越町並み委員会 08/26(月) ○

川越商店街連合会 09/09(月) ○

四者会議
①08/20(火)､

②09/26(木)
○

商工会議所 産業推進委

員会 観光調査小委員会

①09/13(金)､

②12/20(金)
○

主なヒアリング先(諸団体)→
（これ以外に個々へのヒアリングを実施）



取組事例２：DMO川越によるオーバーツーリズム対策ついて

一日目（蓮馨寺講堂） 二日目（蓮馨寺講堂）

開催日時 2025年2月7日(金) 2025年2月８日(土)

タイム
スケ
ジュール

19:00 開会
19:10 講演①
19:40 講演②
20:20 座談会
21:30 閉会

13:00 開会
13:10 講演①
13:40 講演②
14:20 座談会
15:30 閉会

参加 一般38名＋ｽﾀｯﾌ･学生等 計 約70名 一般33名＋ｽﾀｯﾌ･学生等 計 約65名

ミニシンポジウムの開催【2025年2月7日(金)･2月8日(土)】

来訪者･事業者･住民､それぞれで 出来ることって何だろう

これからの川越観光を考えよう！
地元事業者・住民・来訪者・観光関連団体がお互いを尊重し合いながら、観光を通じて
魅力的な川越のまちを持続発展させていくにはどうしたらよいかを考え･共有する機会

講演①：西川 亮 氏
（立教大学観光学部准教授）

講演②：堀江 卓矢 氏
（京都市観光協会 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ統括官）

座談会(一日目)：地元登壇者の様子 座談会(二日目)：地元登壇者の様子



取組事例２：DMO川越によるオーバーツーリズム対策ついて

実施日時

2025年
2月16日(日)

14:00～16:00

会場

鍛冶町広場

アンケート回収数

192票

来訪者へのまちかどアンケート【2025年2月16日(日)】

｢川越観光の作法(たたき案)｣の来訪者版(以下４項目)について、
来訪者に｢今回の自己評価｣と｢次回来た場合の意向｣等を質問。 

① 地元住民や店舗との挨拶や交流を楽しんでみませんか？

② 街を綺麗に 次の観光客も気持ちよく楽しめる街にしませんか？

③ 川越の歴史や文化を知って、深く街を楽しんでみませんか？

④ 地元の暮らしをおもんばかり、観光を楽しんでみませんか？
来訪者版

（案）



取組事例２：DMO川越によるオーバーツーリズム対策ついて

開催日時 2025年 2月16日(日)18:00～20:30（会場：小江戸蔵里）

参加 一般35名＋スタッフ･学生等 計 約70名

テーマ

1）川越のどのような魅力を将来に残していきたいですか？

2）川越の魅力を将来に残すために､どんな観光があったら良いと思いますか？

3）そのために、あなただったらどんなことができると思いますか？

地元とのワークショップ【2025年2月16日(日)】

住民の方が

多かった



㊀ 挨拶や交流を大切にしましょう

㊁ 暮らしとの調和を大切にしましょう

㊂ まちをきれいにしましょう

㊃ 文化を活かしましょう

㊄ 季節感を大切にしましょう

㊅ 町並み･建物を活かしましょう

取組事例２：DMO川越によるオーバーツーリズム対策ついて

今後の推進のためのポイント＝『事業者』

関係人口･消費額の増加等により、
持続可能な観光地域づくりの推進を図る

•まずは事業者がメインに、地域が同じ方向に向かって
取り組んでいることを外に発信することで、
川越ブランドの醸成につながり、好循環を生むことに。

(ｲﾒｰｼﾞ例：｢越えていこう､川越｣プロジェクト)

川越観光の作法

事業者版
R6年度 北部市街地を
中心とした たたき案

２月のワークショップを受けて、今年度以降は…

・対象エリアを市全域に
・各地に残る魅力的な資源(モノ･コト･ヒト)を
掘り起こすきっかけづくり

・来訪者に資源を広く知ってもらう仕組みづくり

…などをおこなうことで、

ブランド力向上

取り組み

持続可能な

まちの実現

ヒト モノ コト カネ

 こころえ 
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